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＜連絡事項＞
・明日朝食より食事提供は東病棟コロナ発生前の体制となる。

＜入室状況＞
【入院】
・白幡　一真様～東病棟Aユニット8号室へ医療保護入院となる。

・風張　久美子様～東病棟合併症室へ任意入院となる。

【転出】
・種市　由次郎様～南病棟Dユニットへ転出となる。

・立花　京子様～南病棟Aユニットへ転出となる。

【部屋移動】
・今田　克博様～東病棟Aユニット10号室➝東病棟Aユニット13号室


【ユニット移動】
・植村　啓祐様～東病棟Bユニット2号室➝東病棟Aユニット10号室


＜患者様連絡事項＞
・藤井　崇史様～本人より朝食時納豆希望強く聞かれ明日より朝食のみ白米へ変更となる。

・橋本　キヨエ様～船場Drへ状態報告し点滴中止、食事形態3分粥へアップとなる。

・風張　久美子様～血糖測定4検（8：00　12：00　18：00　20：00）



＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。自室内乱雑で介入。苛々感や要求の多さはない。10：50継続指示ロキソプロフェンNa(60)1T、レキソタン(5)1T 内服。終始対応は穏やか。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。


・澤口　利香様～終日隔離中。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。


＜入院患者様情報＞
日　　時：令和6年2月12日　13：20
　氏　　名：白幡　一真（しらはた　かずま）様
　生年月日：H19.12.24生(16)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Ｄｒ
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Ａユニット
　
　＜経過＞
　R6年1月26日当院初診となっている。中学3年時より幻聴あり、高専入学後より思考障害、被害妄想、幻聴、不眠、希死念慮が生じていた。外来通院にて薬物療法を継続していたが、3日
　程前より怠薬し幻聴・恐怖感の増悪とそれに伴う希死念慮の増悪が認められている。自傷・企図行為に至る可能性も高く、本日13:20東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。 


②
日　　時：令和6年2月12日　16：35
　氏　　名：風張　久美子様（かざはり　くみこ）様
　生年月日：S39.9.23生(59)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Ｄｒ
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室
　
　＜経過＞
　河原木救急隊より連絡あり。市内のバス利用中１～２分のけいれん発作あり。現在意識レベルⅠ-Ⅲ、体温36.0℃、血圧156/100mmhg、脈拍100回/分、呼吸20回/分、酸素飽和度98％。やや受け答えが緩慢な様子あり受け入れ可能か相談あり。主治医へ確認し可能であると返答あり救急隊へ返答。主治医診察にて入院加療必要であると判断され本人も入院加療へ同意されたことから東病棟合併症室へ任意入院となる。　　　　
                                                                                                                                                                               　　　　

